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安安全全上上のの注注意意
注注意意事事項項
1 に記載された安全上の注意事項は、電動工
具に関するすべての基本的な安全情報を含ん
でおり、準拠する規格に応じた注意事項がこ
の取扱説明書に記載されています。したがっ
て、この取扱説明書で説明する機器には関係の
ない注意事項が含まれていることもあります。
1. 電電動動工工具具のの一一般般安安全全注注意意事事項項

a) 
警警告告事事項項！！ 安安全全上上のの注注意意おおよよびび指指示示事事
項項ををすすべべてておお読読みみくくだだささいい。。安全上の注
意および指示事項に従わない場合、感電、
火災、重度のけがをまねく恐れがあります。
安安全全上上のの注注意意おおよよびび指指示示事事項項がが書書かかれれたた説説
明明書書ははすすべべてて大大切切にに保保管管ししててくくだだささいい。。
安全上の注意で使用する用語「電動工具」
とは、お手持ちの電動ツール（電源コー
ド使用）およびバッテリーツール（コード
レス）を指します。

1.1 作作業業環環境境にに関関すするる安安全全
a) 作作業業場場ははききれれいいにに保保ちち、、十十分分にに明明るるくくしし
ててくくだだささいい。。ちらかった暗い場所での作業
は事故を起こす恐れがあります。
b) 爆爆発発のの危危険険性性ののああるる環環境境（（可可燃燃性性液液体体、、
ガガススおおよよびび粉粉じじんんののああるる場場所所））でではは電電動動
工工具具をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。電動工具か
ら火花が飛散し、粉じんや揮発性ガスに引
火する恐れがあります。
c) 電電動動工工具具のの使使用用中中、、子子供供やや無無関関係係者者をを作作業業
場場へへ近近づづけけなないいででくくだだささいい。。作業中に気が
そらされると、本体のコントロールを失っ
てしまう恐れがあります。
1.2 電電気気にに関関すするる安安全全注注意意事事項項
a) 電電動動工工具具のの接接続続ププララググはは電電源源ココンンセセンントトにに

ききちちんんとと適適合合ししななけけれればばななりりまませせんん。。ププララ
ググはは絶絶対対にに変変更更ししなないいででくくだだささいい。。アアーー
ススししたた電電動動工工具具とと一一緒緒ににアアダダププタターーププララググ
をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。オリジナルのプ
ラグと適切なコンセントを使用することに
より、感電の危険を小さくすることができ
ます。
b) パパイイププ、、ララジジエエーータターー、、電電子子レレンンジジ、、冷冷蔵蔵
庫庫ななどどののアアーーススさされれたた面面にに体体のの一一部部がが触触れれ
なないいよよううににししててくくだだささいい。。体が触れると感
電の危険が大きくなります。
c) 電電動動工工具具をを雨雨やや湿湿気気かからら保保護護ししててくくだだささ
いい。。電動工具に水が浸入すると、感電の危
険が大きくなります。
d) 電電動動工工具具をを持持ちち運運んんだだりり、、吊吊りり下下げげたたりり、、
ココンンセセンントトかかららププララググをを抜抜いいたたりりすするるとときき
はは、、必必ずず本本体体をを持持ちち、、電電源源ココーードドをを持持っっ
たたりり引引っっ張張っったたりりししなないいででくくだだささいい。。電電源源
ココーードドをを火火気気、、オオイイルル、、鋭鋭利利なな刃刃物物、、本本体体
のの可可動動部部等等にに触触れれるる場場所所にに置置かかなないいででくくだだ
ささいい。。コードが損傷したり絡まったりして
いると、感電の危険が大きくなります。
e) 屋屋外外工工事事のの場場合合ににはは、、屋屋外外専専用用のの延延長長ココーー
ドドののみみをを使使用用ししててくくだだささいい。。屋外専用の延
長コードを使用すると、感電の危険が小さ
くなります。
f) I湿湿っったた場場所所でで電電動動工工具具をを作作動動ささせせるる必必要要がが
ああるる場場合合はは、、漏漏電電遮遮断断機機をを使使用用ししててくくだだささ
いい。。漏電遮断機を使用すると、感電の危険
が小さくなります。

1.3 作作業業者者にに関関すするる安安全全
a) 電電動動工工具具をを使使用用のの際際ににはは、、油油断断せせずずにに十十分分
注注意意しし、、常常識識ををももっったた作作業業ををおおここななっっててくく
だだささいい。。疲疲れれてていいるる場場合合、、薬薬物物、、医医薬薬品品服服
用用おおよよびびアアルルココーールル飲飲用用にによよるる影影響響下下ににああ
るる場場合合ににはは電電動動工工具具をを使使用用ししなないいででくくだだささ
いい。。電動工具使用中の一瞬の不注意が重傷
の原因となることがあります。
b) 作作業業保保護護具具おおよよびび保保護護メメガガネネをを常常にに着着用用しし

ててくくだだささいい。。けがに備え、電動工具使用状
況に応じた粉じんマスク、耐滑性の安全靴、
ヘルメット、耳栓などの作業保護具を使
用してください。
c) 電電動動工工具具のの不不意意なな始始動動はは避避けけててくくだだささいい。。
電電動動工工具具をを電電源源おおよよびび／／ままたたははババッッテテリリーー
にに接接続続すするる前前やや本本体体をを持持ちち上上げげたたりり運運んん
だだりりすするる前前にに、、本本体体ががオオフフににななっってていいるる
ここととをを必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。オン／オ
フスイッチが入っている状態で電動工具の
スイッチに指を掛けたまま運んだり、電源
に接続したりすると、事故の原因となる
恐れがあります。
d) 電電動動工工具具ののススイイッッチチをを入入れれるる前前にに、、必必ずず調調
節節キキーーややレレンンチチをを取取りり外外ししててくくだだささいい。。調
節キーやレンチが本体の回転部に装着され
たままでは、けがの原因となる恐れがあり
ます。
e) 作作業業中中はは不不安安定定なな姿姿勢勢ををととららなないいででくくだだささ
いい。。足足元元をを安安定定ささせせ、、常常ににババラランンススをを保保つつ
よよううににししててくくだだささいい。。これにより、万一電
動工具が異常状況に陥った場合にも、適切
な対応が可能となります。
f) 作作業業にに適適ししたた作作業業着着をを着着用用ししててくくだだささいい。。
だだぶぶだだぶぶのの衣衣服服やや装装身身具具をを着着用用ししなないいででくく
だだささいい。。髪髪、、衣衣服服、、手手袋袋をを本本体体のの可可動動部部
にに近近づづけけなないいででくくだだささいい。。だぶだぶの衣
服、装身具、長い髪が可動部に巻き込まれ
る恐れがあります。
g) 吸吸じじんんシシスステテムムのの接接続続がが可可能能なな場場合合ににはは、、
ここれれららののシシスステテムムがが適適切切にに接接続続、、使使用用さされれ
てていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。吸じんシ
ステムを利用することにより、粉じん公害
を防げます。

1.4 電電動動工工具具のの使使用用おおよよびび取取扱扱いい
a) 無無理理ののああるる使使用用をを避避けけててくくだだささいい。。作作業業用用
途途にに適適ししたた電電動動工工具具をを使使用用ししててくくだだささいい。。
適切な電動工具の使用により、能率よく、
スムーズかつ安全な作業が行えます。

b) ススイイッッチチにに支支障障ががああるる場場合合ににはは、、電電動動工工
具具をを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。スイッチで始
動および停止操作のできない電動工具は危
険ですので、修理が必要です。
c) 本本体体のの設設定定ややアアククセセササリリーーのの交交換換をを行行うう前前
やや本本体体をを保保管管すするる前前ににはは電電源源ププララググををココンン
セセンントトかからら抜抜くくかか、、ババッッテテリリーーをを取取りり外外しし
ててくくだだささいい。。この安全処置により、電動工
具の不意の始動を防止することができます。
d) 電電動動工工具具ををごご使使用用ににななららなないい場場合合ににはは、、
子子供供のの手手のの届届かかなないい場場所所にに保保管管ししててくくだだささ
いい。。電電動動工工具具にに関関すするる知知識識ののなないい方方、、本本説説
明明書書ををおお読読みみででなないい方方にによよるる本本体体ののごご使使
用用ははおお避避けけくくだだささいい。。未経験者による電動
工具の使用は危険です。
e) 電電動動工工具具はは慎慎重重にに手手入入れれししててくくだだささいい。。
電電動動工工具具のの可可動動部部分分がが引引っっ掛掛かかりりななくく正正常常
にに作作動動ししてていいるるかか、、電電動動工工具具のの運運転転にに影影響響
をを及及ぼぼすす各各部部分分がが破破損損・・損損傷傷ししてていいなないいかか
をを確確認認ししててくくだだささいい。。電電動動工工具具をを再再度度ごご使使
用用ににななるる前前にに、、損損傷傷部部分分のの修修理理をを依依頼頼ししてて
くくだだささいい。。発生事故の多くは保守管理の不
十分な電動工具の使用が原因となっていま
す。
f) 先先端端工工具具ををききれれいいにに保保っっててくくだだささいい。。お手
入れのゆきとどいた先端工具を使用すると、
作業が簡単かつ、スムーズになります。
g) 電電動動工工具具、、アアククセセササリリーー、、先先端端工工具具ななどど
はは本本説説明明書書内内のの指指示示にに従従っってて使使用用ししててくくだだ
ささいい。。ここのの際際、、作作業業環環境境おおよよびび用用途途にに関関しし
ててももよよくくごご注注意意くくだだささいい。。指定された用途
以外に電動工具を使用すると危険な状況を
まねく恐れがあります。

1.5 ササーービビスス
a) 電電動動工工具具のの修修理理はは必必ずず認認定定ササーービビススセセンン
タターーににおお申申しし付付けけくくだだささいい。。ままたた、、必必ずず純純
正正部部品品をを使使用用ししててくくだだささいい。。これにより電
動工具の安全性維持が確実におこなわれま
す。
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j)

j)j)

a)耳耳栓栓をを着着用用ししててくくだだささいい。。騒音により、聴
覚に悪影響が出る恐れがあります。
b)補補助助ハハンンドドルル（（付付属属さされれてていいるる場場合合））をを使使
用用ししててくくだだささいい。。これ以外のハンドルを使
用すると、コントロールを失ってけがをす
る恐れがあります。
c) 埋埋設設さされれたた電電線線やや装装置置自自体体のの電電源源ココーードド
にに先先端端工工具具がが接接触触すするる可可能能性性ののああるる作作業業でで
はは、、本本体体のの絶絶縁縁さされれたたググリリッッププ面面をを持持っってて
くくだだささいい。。先端工具が通電状態の配線と接
触すると、露出した金属部分に電圧がかか
り、作業者に感電の危険が生じます。
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